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３月４日参議院予算委員会にて 

激動の１年を振り返って
2011年も残りわずかになりました。今年は、東日

本大震災・原発事故という未曾有の災害が起こり、

大変な１年でした。この号では今年１年の細川律夫

代議士の活動を振り返りつつ、来年を展望します。 

主婦年金で紛糾 
 昨年９月、細川律夫代議士は厚生労働大臣に就任

し、１月には大臣として通常国会を向かえ、予算委

員会に臨みました。そこで問題になったのが、いわ

ゆる「主婦年金」でした。大臣として関与していな

い事案にもかかわらず、菅内閣への追及の一環とな

り、野党から厳しい糾弾を受けましたが、一定の謝

罪をし、新

規立法で対

応すること

を約束しま

した。この

法案は臨時

国会に提出

済みです。 

大震災・原発事故への対応 
３月１１日、参議院で決算委員会が開かれている

最中、大きな揺れを感じ、会議は中断、緊急事態へ

の対応となりました。細川律夫厚生労働大臣も、し

ばらくは大震災と原発事故への対応で、本当に多忙

な日々となりました。特に、震災直後の医療・介護、

医薬品の確保、計画停電に対する対応、そして、原

発事故に伴う原発作業員の放射線量の問題や食品

に対する放射能汚染への対応など、素早い決断を迫

られる緊

迫した場

面が続き

ました。 

４月に

は、宮城県

の石巻市

などの被

災地を、６月には東電福島第一原発を視察し、あら

ためて現場を直視し、その後の施策の糧としました。 

慰霊の行事で平和を誓う 
８月は、広島・長崎

の原爆記念日に行わ

れた平和式典、そして、

終戦記念日の全国戦

没者追悼式に、厚生労

働大臣として参列し、

平和の尊さを再確認

するとともに。戦争の

ない、核兵器もない世

界の実現を誓いまし

た。 

常会では１３本の法案成立 
 こうしたなか、通常国会では、８本の政府提出法

案と５本の議員提出法案が厚生労働委員会を経て

可決成立しました。「ねじれ」の状態のなか、この

ように多くの法案が成立したのは画期的なことで

す。なかでも、雇用保険の給付が終了した人などを
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細川律夫新春賀詞交歓会 
● 越谷会場  

日時 1月 7日(土)午後 3時 

場所 べルヴィ・ギャザホール 

● 草加会場  

日時 1月 16日(月)午後 6時 30分 

場所 草加アコスホール 

● 会費 

男性 5,000円  女性 3,000円 

当日の受付もできます。お誘い合わせのうえご参加

ください。 

１１月１６日、第４回調査会総会で冒頭

の挨拶をする細川律夫会長、右下は長妻

昭事務局長 

対象に、生活費の給付をしながら職業訓練を行い、

就労を促す「求職者支援法」の成立は、第２のセー

フティーネットと呼ばれ意義の大きいものと評価

されています。 

厚生労働大臣を退任 
９月２

日、菅内閣

の総辞職

に伴い、大

臣を退任

し、小宮山

洋子新大臣に引き継ぎました。退任にあたり、大臣

として記憶に残る仕事として、震災等への対応のほ

か、社会保障と税の一体改革に関する成案の決定、

Ｂ型肝炎の原告団との和解などを挙げています。 

一体改革調査会長などに就任 
 大臣退任後、休

む暇もなく、党代

議士会長、党政調

「社会保障と税の

一体改革調査会会

長」、党規約代表選

挙規則検討委員会委員長に就任、また、国会の公的

役職としては、裁判官弾劾裁判所裁判長に選出され

ました。 

なかでも、一体改革調査会は大変重要な議論の場

です。世界にも誇れる皆保険・皆年金制度を築いて

きたわが国の社会保障制度も、この５０年の間、少

子高齢化、非正規労働者の増加や格差の拡大などで

ほころ

びを見

せてい

ます。そ

の社会

保障の

機能を

強化しな

がら、持続

可能なも

のにしようというのが改革の趣旨ですが、そのため

には、消費税など、国民に負担をお願いしなければ

ならない面もあり、その点のご理解を得なければな

りません。今後難しい議論が予想されますが、細川

律夫会長は何としてもしっかり党内の意見を取り

まとめたうえで、国民の皆様、野党の皆様にご協力

いただきたいと語っています。 

元秘書の松浦和子さん受章 
秋の叙勲で、初当選以来約７年近く細川律夫代議

士の公設秘書を務めた松浦和子さんが、瑞宝双光章

の栄誉を受けました。参議院副議長秘書官を含む長

年の功績に対し贈られたものですが、女性秘書とし

ては初の受章という快挙です。 
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